
関西大学を去るにあたって

植松健郎

1965年、関西大学文学部独文学科の一員に加えられて今日までの38年

間、最後の3年は外国語教育研究機構の一員に変わったとはいえ、快適

に過ごしながら教育・研究に精進できたことは、一重に優れた先輩、良

き同僚に恵まれたお蔭だと感謝しております。そしてこの度、愚生私の

ために古希記念号を出していただくことになり心より感謝いたしており

ます。

1958年に大学院を出て以来、 2003年まで45年間、本学で38年間ドイツ

語教師をしてきた歴史を思い返すと背筋の凍る思いがすることもありま

す。教え方を習ったわけでもなく、見よう見まねをするにも、勿論見る

ことなど許されない。ただただドイツ語を習ったときの僅かな経験だけ

を頼りに、不安な気持ちで授業をしていた頃のことを思い出します。定

年を迎えるこの年になってもこの45年間で授業方法にどれほどの工夫が

加わり、進歩があったか、心もとない気がしてなりません。

積極的に学ぼうとしない学生に、外国語を学ぶことは異文化を知るこ

とであり、真の意味で自国の言葉を知ることなのだと説教しながら、ハ

イデッガーなどをテキストにして、自己満足していた頃は、確かにドイ

ツ語の占める地位が第二外国語では群を抜き、 ドイツ語教師は居丈だか

でありえた時代でした。日本の文明開化の窓口がドイツであったことか

らドイツ語は伝統的に強固な地位をもっていたからです。そのドイツの

偉大な文化を後ろ盾に、はじめてドイツ語を学ぶ学生に教壇から絶対的

立場で強圧的に教えていたような気がします。AkademischesViertelと

か称して、 ドイツの大学の習慣をいいことに15分遅れで教室にいく教授

の姿も権威の現れのように見えた時代でした。今ではとても考えられな

いことです。

戦後、専門教育偏重への反省から一般教養が重視され36単位が必修と

なり、外国語は、旧制時代の時間数には全然及ばないけれどせめて大学

7

’



植松健郎

なら2外国語16単位は必要だと大学基準協会がきめました。それに安穏

としていた外国語教師も、 1991年の大学設置基準の大綱化により専門教

育が当然のように重視されることになり、それにともなって外国語必修

単位は削減され、はじめて不安な地位にあることに気づかされました。

このような時代に、十年一日の如き工夫なき昔のままの教え方ではもは

や学生も学部も満足しないでしょう。もし第二外国語が学生の負担にな

っているとしか思われていないのだとしたら、学部は専門教育重視の姿

勢からその必修単位をますます削減するかもしれません。

経済界から使える外国語をと要請されてすでに久しい。いまや英語に

限らず第二外国語も使える外国語として教えなければならい時代です。

漸次コミュニケーション・クラスに切り替えられ、 ますますネイテイブ

スピーカーが必要とされていくことになるでしょう。

プロフェッショナルスクール、ロースクールなど時勢は、実学を一層

進化させようとしております。その意味でも外国語も実用化が要求され

ていくことでしょう。

国立大学の法人化も2004年からと決まり大学の様子も大きく様変わり

する時代に入りました。少子化時代を迎えて大学はハード面でもソフト

面でも若者を魅了していかなければその存続にかかわることになってき

ました。ハード面は財政が許せばすぐにでも解決できるでしょうが、ソ

フト面では簡単には解決できません。学生による授業評価公表も教授陣

営変革のためのカンフル剤なのでしょう。今年になって朝日新聞は「大

学の力」を連載しました。 「大学発ベンチャー企業」は急増し、そのノー

ハウを知るため他大学の研究センターを訪れる教授も多いそうです。

大学の研究成果が企業といよいよ密接な関係になってきました。研究

成果が企業の側から評価されるようになるかもしれません。授業は学生

に評価され、研究成果は企業に評価される時代なのでしょう。

国立大学の評価は文部科学省の大学評価・学位授与機構がすることに

なっています。評価は国からの補助金に直に影響するでしょうからぬる

ま湯は許されません。

大学の外国語教育は使える外国語を軽視してきた面のあることも事実

です。あまりにも流暢にしゃべる教師を蔑視する文学・語学研究者さえ

いました。
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もはや、使える外国語は外部の語学学校にまかせればよい、大学での

語学教育は語学学校のそれとは異なり 「外国語を通じて異文化を認識さ

せ理解させるためにあるのだ」とばかりいっておれなくなりました。外

国人は数年で日本語を日本人同様駆使することができるようになる事実

を知ると、外国語教育を素直に考え直さねばならないと思います。実用

的外国語教育は本学でもかなり以前から論議され当然のこととされてき

ておりましたが、 コミュニケーション・クラスが設置されたのはほんの

少し前からです。実現は容易なことでないことの証左でもありましょう。

でもこれからはそれが実現されていくでしょう。

実学が重視され専門教育が先行すればするほどバランスの取れた人間

形成のため真の意味での教養教育が再度見直されなければならないと思

います。戦前の再来をゆるしてはなりません。

時代が大きく変わり古い型の語学教師にとってこれからの外国語教育

は容易なことではないでしょう。少子化時代に突入し、語学教師のリス

トラもある時代となりました。顧みれば私は本当によき時代に生き、 よ

き時代に教壇に立てたものよと感無量であります。
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